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「カシノナガキクイムシ」という害虫が発生しています。この虫は、

特にナラの大木の中で大集団の繁殖を行い、その際に病原菌を大量に感

染させることで、樹木を枯死させてしまいます （ナラのほか、シイ、。

カシでも繁殖を行います）

また、翌年には、更なる大繁殖（１０倍を超える）を行います。

特に大木を好む性質がありますので、以下のような症状が見受けられ

ましたら、すぐにご連絡下さい。

○ 木の幹にたくさんの穴があり、新しい木くずが見受けら

れる。

○ 木の幹の穴に“つまようじ”を差し込むと、途中でグッ

と止まる感じがする。

○ 周辺に同じように穴のあいた木や、枯れた木がある。

平成１７年８月 日

カシノナガキクイムシ対策会議
・ 京都府 京都林務事務所

林業試験場
・ 京都市 林業振興課
・ 独立行政法人 森林総合研究所 関西支所
・ 林野庁 近畿中国森林管理局 京都大阪森林管理事務所

連絡先 京都大阪森林管理事務所
村上、藤田
tel075-414-9831
fax075-432-2375



（参考：状況写真）

カシノナガキクイムシが繁殖のために木に穴を開けて入り込んだ様子

・ 一面穴だらけである

・ 木は枯れてしまうが、早

期に発見すれば、周囲への

被害拡大がくい止められ

る。

、 、 、・ ナラ シイ カシなどの

ドングリの実る木に被害が

ある。

・ コナラは樹皮

がごつごつして

穴は見つけにく

いが、粉状の木

くずで判断でき

る。
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